
第１２回日本医学雑誌編集者会議 （ＪＡＭＪＥ） 総会・第１２回シンポジウム次第

シンポジウムテーマ：Ａ１と医学雑誌編集

（趣旨）
本年になり，教育，研究関連機関から，生成系ＡＩ利用に関する指針が次々と出されている．

医学論文の執筆， 査読， 盗用チェックにおいても生成系ＡＩの活用が普及しており，ＩＣＭＪＥ（国

際医学雑誌編集者会議），ＷＡＭＥ（世界医学雑誌編集者協会），ＣＯＰＥ（出版倫理委員会）などの国際

的な医学関連雑誌編集者団体から，ＡＩ使用に関する推奨事項が発表されてきた． 本シンポジ

ウムでは，ＡＩ利用の現状に関する講演を受けた後，Ａ工利用への対応について総合討論をする

ことを予定している．

日程：２０２４年２月 ６日 （火） １３：００～１６：００

場所：日本医師会館大講堂（現地開催）
総合司会：北村

　

聖（日本医学雑誌編集者組織委員会委員長）

［総会］
１３：００

　

開会の挨拶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

門脇

　

孝 （日本 医学会長） （５）

１３：０５

　

経緯説明／工ＣＭＪＥＲｅｃｏ皿ｅｎｄａｔｉｏｎｓの改定への対応／ＪＡＭＪＥ査読マニュアルの作成

　　　　　　　　　　　　　　　　

北村

　

聖 （日本医学雑誌編集者組織委員会委員長）（１５）

１３：２０

　

日本医学会利益相反委員会報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　

南学正臣 （日本医学会利益相反委員会委員長） （５）

１３：２５

　

日本医学会医学用語管理委員会報告

　　　　　　　　　　　　　　　

大江和彦 （日本医学会医学用語管理委員会委員長） （５）

［第１２回シンポジウム］

１３：３０

　

医学教育・研究における生成系ＡＩの利用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（講 演 者 未 定） （２０）

１３：５０

　

Ａ１と医学雑誌編集

　　　　

林

　

和弘

　

（文部科学省科学技術・学術政策研究所データ解析政策研究室長） （２０）

１４：１Ｏ

　

Ａ工利用の普及に対する医学雑誌編集者団体の対応

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

中山健夫 （京都大学大学院医学研究科教授） （２０）

１４：３０

　

論文作成， 編集， 査読， 盗用チェックにおけるＡＩ活用事例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（科学技術振興機構（ＪＳＴ）） （依頼 中） （２０）

１４：５０

　

休 憩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１５）

１５：０５

　

総 合 討 論

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（５０）

１５：５５

　

閉会の挨拶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

磯

　

博康 （日本医学会副会長） （５）

１６：００

　

閉会


